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農林水産事業振興事業執行計画府中 
参 加 者 創生会 議員 
視察（研修）内容 令和 5 年度府中市域 公共管内事業個所概要 

災害復旧事業 19 箇所 
道路事業 木野山府中線、国道 486 号、府中上下線 
河川事業 御調川 
砂防事業 大畔谷川、宮ノ間川、観音谷川 
街路事業 栗柄広谷線 
住宅事業 高木県営住宅 
令和 4－5 年予算 26 億 6321 万円 
 
工事概要説明 
１． 一級河川芦田川水系御調川改修事業 
事業内容：河川改修 
所在地：府中市父石町－河南町 
事業着手年度：平成 17 年度―現在 
全体事業費：約 70 億円 
２． 通常砂防事業及び急傾斜崩壊対策事業 
事業内容：大畔谷川 通常砂防事業 
事業個所：府中市上下町上下 
全体事業費：2.4 億円 
３． 府中南北道路 
街路栗柄広谷線の継続事業 
４． 交通安全施設整備 国道 486 号 
事業内容：自転車、歩行者の安全で快適な通行確保するため



の舗道整備事業 
５． 道路災害防除事業（法面対策） 
府中市阿字―上下町井永 法面対策整備、落石等による災害

から道路交通の安全確保するための事業 
６． 平成 30 年度 7 月豪雨に伴う災害復旧事業 
進捗状況の説明と早期復旧に向けた継続事業として取り組

む。 
７． 令和 2 年度、3－4 年豪雨に伴う災害復旧事業 
令和 4 年 3 月に工事完成 
 
広島県ため池の総合対策 
ため池対策を推進するための法律制定してため池対策に係

る支援事業の充実を図る。広島県の取り組みとしてため池改

修工事、ため池廃止工事の説明を受ける。 
 
 
農林水産業振興施策の概要 
2025 広島県農林水産業アクションプログラム概要説明。 
基本理念：生産性の高い持続可能な農林水産業の確立 
計画期間：令和 3 年度―7 年度 
 
アクションプログラムとして 5 年後の目指す姿の基本。 
１． 地域の核となる企業経営体の育成 
２． スマート農業の実装等による生産性の向上 
３． 新規就農者等の新たな担い手の確保・育成 
４． 担い手への農地集積と基盤整備 
５． 中山間地域農業の活性化 

 
その他、5 年後の目指す姿として、広島和牛生産、森林資源

経営サイクル、海外展開を考えた生産出荷体制の構築、ため

池農地施設の防災力強化、中山間地域の農業の活性化、等の

説明あり。 
東部地区の畜産の飼育状況 
乳用牛： 21 戸  2866 頭 



肉用牛： 95 戸  14,466 頭 
豚（6 頭以上）： 13 戸  38,301 頭 
鶏 （１００羽以上）： 43 戸 3,636,431 羽 
東部農業技術指導 
府中市主要品目：水稲、肉用牛、キャベツ 
 

所 感 １． 建設管内公共・単独事業 
府中市における建設管内事業の説明をうける。災害復旧工事

の早期完成と南北道整備早期完成と国道 432 号線の早期工

事着工を望む。 
 
２． 農林水産業事業 
広島県の食料自給率は 21%と低迷しており、食料自給率の

向上を図ることで農業推進事業の抜本的な計画見直しと改

善計画を策定してほしい。 
府中市における農林業への課題は山積みです。農業において

は中山間地域の農業は農業者の高齢化や後継者不足、耕作放

棄地の増加等で地域農業の 5 年後、10 年後の展望が描けな

い地域が多数存在している中で、人と農地の問題を解決して

いくため、集落・地域の関係者が徹底した話し合いを行い、

今後の地域の中心となる経営体はどこか、そこへどうやって

農地を集めるか、中心となる経営体とそれ以外の農業者を含

めた地域農業の在り方などをめいかくにした人と農地プラ

ンの策定が必要です。府中市の北部地域の農業においては高

齢者と後継者不足の現実意に直面しております。農業法人解

散という現実も来るかもしれません。北部地域の農業の将来

に向けた新しい取り組みが必要です。農業法人の合併も視野

に入れた農業政策支援も必要と思われます。 
 
 

 


